
西口三千恵さんからのメール　　（2010年 10月1日付）
おかげさまで、グラフィス診療所は毎日多くの患者さんであふれています。当初お伝えしましたとおり、診療所
では最低限の診察料として 5,000 リエル（約 125円）を頂いておりますが、80%以上の人が支払いできている
状況です。日によりましては 100%の支払いの場合も多くあります。現在、薬の価格を設定しており、今後はい
かにして各家庭の経済状況にあった支払いを適切に見極め、促すことができるかが課題となってきています。グ
ラフィス診療所は、着実に進歩しておりますし、地域の健康に寄与しております。今年度、また貴地区から多く
のロータリアンの皆様が診療所を訪問くださり、その際に地域の健康に寄与している姿をぜひご覧いただければ
と思っております。今後とも、どうぞグラフィス診療所を温かく見守っていただければと思います。

2008 ～ 09年青山快玄委員長、2009～ 10年戸田和孝委員長、2010
～ 11年小林澄子委員長とバトンタッチされ、地区とクラブが手を携え
自立し継続可能な診療所の開業を支援したプロジェクトです。
（写真）運び込まれた重篤な患者に、応急手当をする責任者のピーター・リー博士とボラ
ンティアの医師とＣＤＥＰのメンバー。　カンボジアはこのような多くの手助けにより国
の回復が始まっています。

カンボジアグラフィス診療所第1期プロジェクト報告
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プロジェクト規模と内容 経　緯

 カンボジア王国コンポンソム州コンポンセイラ郡オバックロテ自治区プレイプロセッ村

2009 年 6 月視察時の、建設途中の診療所
2011 年 7月完成し、開所式を迎えた診療所

入口受付に掛かるＲＣのバナー

再度現地を訪れ、仕上がりに歓声を上げるグラフィスの大学生達

よそ行きの服で順番を待つ患者さん達 患者の対応で大忙しの医師達

ＷＣＳプロジェクト


